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謹欝⑥宮田9日凹一陽も0包め①鎚〉
農業祭で

1日3，476円

新しい福岡県最低賃金

（時間給は1時間435円）

＊12月　の税金＊

固　定　資　産　税（第3期）
納　　期　12月16日（火）一12月25日（木）

町税の納税は便利な口座振替で………‥遠賀郡震協遠賀支所、

10月1日から　吉富諜諾諜詰日本銀行髄支店’福岡相互銀行の

相聞剛I”州mimⅢiiil血日間ilii洲IilIi”i剛I剛IilIiiiniiliniiiiuiiⅢili川MMII剛IilI…iiimiiliiiii”i”iiI剛Iil洲IIilMi順ii棚田i…ininl肌

あなたの町　あなたの税が　役に立つ　（遠賀南中学校2年　緒方順子さん）
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十
二
月
は
一
年
間
の
総
決
算
期
で
す
。
い

つ
も
の
月
よ
り
人
や
お
金
の
動
き
が
活
発
に

な
り
、
そ
れ
を
ね
ら
っ
た
強
盗
や
ひ
っ
た
く

り
、
空
巣
ね
ら
い
な
ど
も
た
く
さ
ん
起
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
た
め
十
二
月
を
「
年
末
特
別
薗
戒
」

の
月
と
し
て
、
犯
罪
や
郵
政
の
防
止
に
努
め

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
明
る
い
正
月
を
む

か
え
る
た
め
、
も
う
一
度
あ
な
た
の
周
囲
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

暴
力
団
犯
罪
を
防
ご
う

最
近
暴
力
団
な
ど
に
よ
る
け
ん
銃
で
の
殺

人
事
件
、
債
権
取
り
立
て
、
盛
り
場
な
ど
で

の
暴
力
郵
件
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

暴
力
団
を
根
絶
す
る
た
め
、

・
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

。
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

・
暴
力
団
に
金
を
出
さ
な
い

の
暴
力
三
な
い
通
勤
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

侵
入
姿
を
防
ご
う

・
外
出
す
る
と
き
は
、
た
と
え
わ
ず
か
な
時

間
で
も
カ
ギ
を
必
ず
か
け
る
習
慣
を
身
に

つ
け
、
隣
近
所
に
も
「
ひ
と
斉
し
か
け
る

こ
と
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
多
額
の
現
金
は
、
な
る
べ
く
家
に
置
か
な

い
よ
う
に
し
、
通
帳
と
印
鑑
は
別
々
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。

二
戸
や
窓
に
は
補
助
策
を
取
り
付
け
、
声
や

窓
を
開
け
る
と
鳴
り
だ
す
「
防
犯
ブ
ザ
ー
」

や
「
防
犯
ベ
ル
」
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

一

”

乗
り
物
盗
を
防
ご
う

。
革
を
離
れ
る
と
き
は
、
わ
ず
か
な
時
間
で

も
必
ず
エ
ン
ジ
ン
キ
ー
を
抜
き
ま
し
ょ
う

・
ド
ア
ロ
ッ
ク
は
確
実
に

・
高
市
に
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う
に

・
路
上
駐
車
や
空
地
な
ど
へ
の
駐
車
は
し
な

・
窓
ガ
ラ
ス
は
必
ず
閉
め
て
お
く

び
っ
た
く
り
か
ら
身
を
守
る

o
人
通
り
の
少
な
い
夜
道
や
、
住
宅
街
な
ど

の
狭
い
通
路
で
多
発
し
て
い
ま
す
。
銀
行

帰
り
や
夜
遅
く
帰
る
場
合
は
特
に
注
窓
が

必
要
で
す
。
自
動
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど

が
近
づ
い
て
来
な
い
か
な
と
、
周
囲
に
対

す
る
警
戒
を
怠
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う。
。
女
性
の
一
人
歩
き
が
狙
わ
れ
て
い
ま
す
。

ハ
ン
ド
バ
ッ
ク
な
ど
は
う
は
わ
れ
な
い
よ

う
に
、
し
っ
か
り
握
る
か
胸
に
か
か
え
で

持
ち
ま
し
ょ
う
。

・
万
一
棲
蕾
に
あ
っ
た
と
き
は
、
大
声
で
近

く
の
人
に
助
け
を
求
め
る
と
と
も
に
、
犯

人
の
人
相
、
特
徴
、
市
の
ナ
ン
バ
ー
な
ど

を
確
認
し
て
、
す
ぐ
一
一
〇
番
し
ま
し
ょ

う。
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”

親
子
で
作
ろ
う
し
め
か
ざ
り

来
年
の
お
正
月
は
、
親
子
で
作
っ
た
し
め
　
ざ
り
づ
く
り
」
を
開
き
ま
す
。

か
ざ
り
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
せ
ん
か
。
　
　
　
日
ご
ろ
仕
事
は
か
り
の
お
と
う
さ
ん
、
お

教
育
委
員
会
で
は
親
と
子
の
ふ
れ
あ
い
の
　
こ
っ
て
ば
か
り
の
お
か
あ
さ
ん
、
こ
家
族
そ

場
と
し
て
、
「
親
と
子
の
つ
と
い
、
し
め
か
　
ろ
っ
て
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
　
時
　
1
2
月
如
日
（
土
）

1
3
時
5
0
分
～
1
6
時
5
0
分

▽
場
　
所
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
対
∴
∴
象
　
町
内
の
親
と
子

00人（的組）

▽
申
込
締
切
　
1
2
月
ュ
8
日
（
木
）

▽
申
込
先
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

㊧
（
2
9
3
）
1
3
5
5
へ

▽
そ
の
他
　
ペ
ン
チ
、
ハ
サ
ミ
壱
持
参
く

だ
さ
い
。

し
尿
の
年
末

瞬
時
収
集
の
申
し
込
み

遠
賀
町
消
防
団

年
末
特
別
琶
戒

希
望
さ
れ
る
万
は
L
2
月
2
4
日
（
水
）
ま
で

に
福
祉
課
保
健
衛
生
係
に
印
鑑
轄
参
の
う
え

お
申
込
み
下
さ
い
。
こ
の
愛
国
の
収
集
は
1
2

月
2
9
日
（
月
）
午
前
中
ま
で
に
行
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
年
末

自
己
搬
入
に
つ
い
て

年
の
瀬
の
あ
わ
た
だ
し
い
時
期
に
、
防
犯

や
火
災
予
防
な
ど
、
町
民
皆
さ
ん
の
安
全
を

守
る
た
め
、
十
二
月
二
十
六
日
（
金
）
か
ら

十
二
月
三
十
日
（
火
）
ま
で
の
間
の
二
十
時

か
ら
二
十
四
時
ま
で
、
遠
賀
町
消
防
団
で
は

夜
間
の
特
別
警
戒
を
行
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

自
己
搬
入
を
さ
れ
る
方
は
、
福
祉
課
保
健

衛
生
係
で
1
2
月
2
7
日
の
午
前
中
ま
で
に
申
し

込
み
を
し
て
下
さ
い
。

役
　
場
　
事
　
務

役
場
の
噌
務
は
、
十
二
月
二
十
七
日

（
土
）
に
「
御
用
納
め
」
を
行
い
、
十

二
月
二
十
八
日
（
日
）
か
ら
一
月
四
日

（
日
）
ま
で
は
休
み
で
、
一
月
五
日
（

月
）
が
「
御
用
始
め
」
で
す
。

ま
た
、
戸
籍
の
受
付
（
出
生
届
、
死

亡
届
な
ど
）
は
、
こ
の
期
間
当
彊
者
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

中
央
公
民
館

公
民
館
別
館

図
書
室
（
中
央
公
民
館
内
）

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

テ
ニ
ス
場

弓
道
場

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
一
、
第
二
武
道
楊

各
小
中
学
校
体
育
館

十
二
月
二
十
八
日
（
日
）
か
ら
一
月

四
日
（
日
）
ま
で
お
休
み
で
す
。

老

人

憩

の

家

十
二
月
二
十
九
日
（
月
）
か
ら
一
月

五
日
（
月
）
ま
で
お
休
み
で
す
。
一
月

六
日
（
火
）
か
ら
の
お
い
で
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
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夏雲大吉

久二丈

丸舛　中

井　涌i　山

啓：初男

二吉事

永

詐岩
美　　公

田　嶋　申　玉

曹木

下

く　謙　潜

み　－香

皇二二千佳行

福原春　田　梅

酒　臼　田　中　田

l頓　由　子I中腰i

千春掌治子

橋伊肩丸申障

害警琵寒害
子葉∴∴芝∴邦人

垂　里長永

広　　　肉　屋杉‡

茂　　基撃　多
恩

寵l　　恵　昭　子

也裕梧

本黒　　毛　中

田　田　　　利島

由　　　　　　恩　　恵暫

香　　　　誠子　　保　t邑美　　治　　男

津】
現
　
i
真
　
弓

松】
ハ
ル
エ

矢
　
野
　
寿
美
香

舛
　
添
　
博

舛
　
添
　
和

【鬼　津】

青
木
美
智
子

木
　
原
　
美
希
子

葉
　
日
　
　
学

二
　
村
　
祥
　
子

【尾　崎】

唐
　
使
　
徒
　
千

穂
　
田
　
政
　
美

陣
　
頭
　
ひ
と
み

松
∴
枝
　
志
名
手

安
　
田
　
義
。
博

【今古賀】

石
　
井
　
義
　
徳

柏
　
屋
　
明
　
美

中
　
村
　
美
　
幸

八
　
木
　
淑
　
世

【千代丸】

梶
　
原
　
千
　
幸

田
廣
　
智
　
昭

秦
　
　
老
　
臣

一
二
　
原
　
初
　
美

高
　
野
　
公
　
夫

橘
　
　
純
　
子

増
　
田
　
　
環

三
　
浦
貴
文

子
　
迫
　
隆
　
光

柴
　
田
　
や
よ
い

宮
　
原
　
　
元

【別大小田中花組

三
津
注

美
　
保

土
　
橋

建
言

波
　
崎

柳
　
野

由
　
美

宏
一
郎

美
　
香

隆
大

酒
貸
手

助
　
手

和
　
田
　
千
代
子

【松ノ本】

相
　
川
　
倫
　
子

入
　
江
　
み
ど
り

江
　
口
　
ミ
テ
ル

屋
　
島
　
功
一

川
　
副
　
浩
　
幸

井浦江狩古

柴
　
田
　
朋
　
子
　
桑

畑
∴
泰
志
　
開

聞
抽
拒
弼
－
悦

塘

　

　

梧

　

璽

圏
国
東

中
川
恵
美
　
｛
i

誓
㌢
二
一

鯛
捕
倫
肝
胆

増
本
朱
美
　
鐙

松
尾
美
由
貴
　
順

丸
尾
郁
美
　
煙

弼
崎
輔
弼
嘗

渡
　
辺
　
恵
美
子

口
　
千
　
鶴

治
　
美

原
秀
　
二

底
　
さ
ゆ
り

賀
　
日
　
加

久
　
子

丸
　
山
　
美
由
紀

矢
　
内
　
治
　
伸

【新　町】

井
　
口
　
明
美

浦

野

大

介

小
田
原
穂
　
波

古
　
賀
久
　
生

澤
　
村
　
潤
　
子

村
　
田
　
美
津
子

岩
　
萩
　
裕
美
恵

瓜
　
生
　
真
由
美

奥
山
　
温
　
子

権
　
田
　
宮
代

篠
　
崎
　
邦
　
子

【中　央】

石
橋
香
代
子

佐
　
野
　
和
美

高
　
井
　
ひ
と
み

渕
　
上
　
朋
　
子

吉
山
佳
代
子

【広　漠】

苗
　
場
　
格
　
技

社
会
へ
の
出
航
（
た
び
だ
ち
）

成
人
お
め
で
と
う

一
月
十
五
日
は
「
成
人
の
日
」
で
す
。
「
お
と
な
」
に
な
っ
た
こ
と
を
自
覚
し

自
ら
生
き
抜
こ
う
と
す
る
新
成
人
の
方
々
を
祝
い
励
ま
す
た
め
に
、
遠
賀
町
で
も

詔
念
行
事
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
現
在
新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
方

徳
和
四
十
一
年
四
月
二
日
～
四
十
二
年
四
月
一
日
の
出
生
者
）
を
、
±
月
十

五
日
現
在
で
調
査
を
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
後
転
入
さ
れ
た
方
や
漏
れ
、
誤
記

な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
澄
ん
で
お
わ
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
面
倒
な
が

ら
教
憂
民
会
社
会
教
育
課
（
館
2
9
3
～
1
3
5
5
）
ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
、
現
在
就
学
の
た
め
遠
賀
町
に
住
所
が
な
い

方
も
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
な
つ
か
し
い
友
人
の
顔
見
が
て
ら
ぜ
ひ

お
い
で
く
だ
さ
い
。

【遠賀川】

泉
　
原
博

加
藤
　
千

谷
　
口
　
朋

春

木

幸

男
自
　
由

福
島
。
順
一

舛
　
添
　
智
　
子

和
　
田
　
政
　
信

【東和苑】

内

野

稔

秀

典
　
村
　
智
　
子

木
　
下
　
由
　
美

大
域
　
　
泉

潜
水
　
正
　
岡

中
　
嶋
　
麻
　
巳

町
　
田
　
澄
　
子

柴
　
田
　
佳
　
代

古
　
見
　
　
浩

松
　
本
由
美
子

【木　守】

今
　
永
智
絶

佳
　
日
　
記
－
枝

福
　
田
　
秀
徳

松
本
寿
美
枝

【老　良】

添
　
田
美
紀

高
崎
　
　
薫

村
　
上
隆
毀

【上別府】

石
　
松
邦
之

石
　
本
　
幸
　
子

菊
地
　
周
　
二

高
額
　
恵
児

古
　
書
　
佐
　
江

山
　
本
　
恒
　
子

奥
　
村
　
裕
　
子

柿
　
木
　
智
恵
子

北
　
村
　
克
　
明

黒
　
田
　
由
　
美

小
　
宮
　
基
　
嗣

田
　
中
　
政
　
文

野
　
中
　
　
勉

福
　
原
　
敏
　
子

本
　
田
　
曲
　
者

堀
　
　
ま
ゆ
み

宮
本
　
祐
　
介

山
　
崎
　
勇
　
人

【浅　木】

石
　
川
　
陽
　
子

緒

方

酉

平

竹

松

美

幸

【虫生津】

島
　
村
　
淳
一

橋
　
本
　
由
美
子

小
　
林
　
由
美
子

佐
　
伯
　
ひ
ろ
み

武
　
宮
一
郎

漬
　
村
　
浩
　
美

福
　
原
　
健
　
忘

堀
　
田
　
あ
ゆ
み

松
　
本
　
美
由
紀

森
本
　
博
由
紀

安
　
田
　
正
　
熊

石
　
極
　
誠
　
司

杉
　
　
宣
　
江

野
　
口
　
栄
治

○
芙
　
蓉
】

小
　
田
　
大

千
々
和

吉
　
村
　
昌

【東　町】

小
　
山
　
洋
　
子

山
　
岡
　
利
　
恵

【西　町】

古
　
里
　
勝
一

佐
　
藤

吉
富
　
三
俊
子

石
　
田
一

【
日
本
リ
ー
ク
レ
ス
工
業
寮
】

岡
　
部
裕
　
二
　
満
村
　
栄

【若葉台】

大

域

衝

突

　

佐

藤

江



第400号餌四人
的⑱盆）○

○
（

冬
営
聖
経
を
料
率
繁
霊
蓑
蚤
奮
争
蛋
葉

国
民
　
年
　
金
醐

嘩
菩
霊
意
義
馬
箪
書
聖
芸
意
再
華
嘗
嘗

国
民
年
金
の
支
払
い
は
お
済
み
で
す
か

保
険
料
は
完
納
し
て
こ
そ
年
金
を
受
け
る

権
利
が
あ
り
ま
す
。

万
一
余
中
で
障
害
と
な
っ
た
場
合
な
ど
は

陸
曹
年
金
が
発
生
し
ま
す
が
、
末
難
問
が

あ
る
場
合
は
年
金
に
結
び
つ
き
ま
せ
ん
の

で
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な
い
た
め
に
も
、

年
金
保
険
料
は
毎
月
き
ち
ん
と
納
め
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

自
動
振
替
を
利
用
さ
れ
る
と
、
毎
月
窓
口

で
の
納
め
忘
れ
な
ど
が
な
く
、
非
常
に
便
利

か
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
次
の
金
融
機
関
の

窓
口
に
、
国
民
纂
探
険
料
納
付
雫
預
金

通
帳
、
印
鑑
を
持
参
に
な
り
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
振
替
日
は
原
則
と
し
て
納
付
月
の

末
日
で
す
。

▽
自
動
振
替
金
融
機
関

・
遠
賀
信
用
金
庫
遠
賀
川
支
店

。
遠
賀
都
塵
協
遠
賀
支
所

。
福
岡
銀
行
折
尾
支
店

・
西
日
本
銀
行
芦
屋
支
店

受
付
期
間

昭
和
6
1
年
ュ
2
月
ュ
5
日
（
月
）
～

昭
和
6
2
年
1
月
3
1
日
（
土
）

申
込
方
法

入
所
申
請
所
（
役
場
福
祉
課
福
祉
係
、
各

保
育
園
に
あ
り
ま
す
）
に
こ
記
入
に
な
り
、
入

鷲
堂
の
保
育
園
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

間
合
先

役
場
箱
祉
課
福
祉
係
　
舘
（
2
9
3
）
1

2
3
4
ま
た
は
各
保
育
園
に

願
爆
三
選無

潮
煙
康
診
断

先
生
と
　
遊
ば
え
ノ

昭
和
餓
年
度
保
育
園
入
所
申
込
み
受
付

入
所
基
準

次
の
ど
れ
か
に
該
当
し
、
家
庭
で
児
童
の

保
育
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
入

所
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
家
庭
で
母
親
以
外
の
人
で
も
保

育
可
能
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
入
所
で
き
ま

せん。
の
母
親
が
勤
務
し
て
い
る
場
合

の
母
親
が
日
中
家
庭
で
家
車
以
外
の
仕
撃
を

し
て
い
る
場
合
（
内
職
な
ど
）

の
母
親
が
い
な
い
家
庭
（
死
亡
、
行
方
不
明

など）

㈲
母
親
の
出
産
後
（
出
産
の
前
後
ま
た
は
疾

病
の
場
合
な
ど
）

㈲
病
人
の
看
病
（
長
期
に
わ
た
る
病
人
や
障

害
者
が
あ
る
た
め
、
母
親
が
看
病
に
あ
た

っ
て
い
る
勘
合
）

㈹
家
庭
の
災
雪
（
火
災
、
風
水
害
で
居
室
を

失
っ
た
場
合
）

定
　
員

遠
賀
川
保
育
園

南
部
保
育
園

山
び
こ
保
育
園

財
団
法
人
日
本
基
盤
運
商
会
で
は
、
原

爆
被
爆
者
二
世
の
方
に
無
料
で
健
康
診
断
を

実
施
し
ま
す
。
受
診
を
希
望
さ
れ
る
方
は
次

の
病
院
の
窓
口
に
申
し
出
て
、
健
康
診
断
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
病
院
名
　
西
日
本
産
薬
衛
生
会
北
九
州
健

診
診
療
所
（
小
倉
北
区
大
門
1

の
6
の
㌘
小
倉
城
前
）

衝
（
5
6
1
）
0
0
3
0

▽
実
額
問
　
6
2
年
1
月
ュ
9
日
（
月
）
か
ら

6
2
年
1
月
2
9
日
（
木
）
ま
で

▽
受
付
時
間
　
8
時
5
0
分
～
n
時
5
0
分

1
3
時
～
ュ
4
時
（
土
曜
日
は
8

時
0
0
分
～
日
時
5
0
分
）

▽
間
合
先
　
福
岡
県
衝
壁
部
予
防
課
　
＄
0

9
2
（
6
2
2
）
0
7
1
6
へ

▽
そ
の
他
福
岡
市
、
久
留
米
市
、
飯
塚
市

で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

寒
い
冬
、
嘉
像
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
で
す
。

ど
ち
ら
の
家
庭
に
も
一
台
は
石
油
ス
ト
ー
ブ

の
姿
を
見
か
け
ま
す
。
毎
日
暖
か
く
身
を
守

っ
て
く
れ
る
正
義
の
味
方
暖
房
器
具
。

で
も
使
い
方
を
誤
る
と
大
き
な
危
険
が
ひ

そ
ん
で
い
ま
す
。
正
し
く
使
っ
て
安
全
に
こ

の
冬
を
す
ご
し
ま
し
ょ
う
。

①
給
油
は
火
を
消
し
て
か
ら

⑤
給
油
し
た
ら
必
ず
栓
を
し
め
る

③
カ
ー
ナ
ン
や
障
子
な
ど
か
ら
聯
す

④
ス
ト
ー
ブ
の
上
に
は
洗
濯
物
を
干
さ
な
い

⑤
寝
る
と
き
は
必
ず
消
す

⑥
綿
ほ
こ
り
な
ど
を
掃
除
し
、
自
動
消
火
装

宙
が
ま
じ
め
に
仕
草
を
す
る
よ
う
に
す
る

⑦
火
を
つ
け
た
ま
ま
移
動
さ
せ
な
い

③
灯
油
か
ん
は
赤
い
色
の
推
奨
認
定
ラ
ベ
ル

の
貼
っ
て
あ
る
カ
ン
壱
使
い
ま
し
ょ
う

火
災
・
救
患
件
数

（
同
月
末
ま
で
）
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小
四⑬塵

緯
度
過
賞
町
文
蛍
丁
散
歩

㈲

古
道
を
辿
る
（
Ⅱ
）

中
世
の
北
九
州
の
官
通
と
し
て
知
ら
れ
て

い
る
社
埼
－
到
津
－
夜
久
－
島
田
－
滞
日
な

ど
。
今
の
遠
賀
町
に
関
る
、
そ
の
道
跡
を
辿

壱
抜
け
た
よ
う
で
あ
る
。

点
々
と
人
の
姿
が
見
え
る
の
は
松
露
探
り

の
人
か
。
秋
の
深
ま
っ
た
海
の
音
も
聞
こ
え

て
、
空
は
う
ず
雲
が
い
ち
め
ん
に
し
す
ま
っ

る
こ
と
に
す
る
。
も

と
よ
り
判
然
と
し
て

は
い
な
い
の
で
、
周

辺
の
風
物
か
ら
歴
史

の
謹
み
に
似
た
も
の

を
感
じ
、
更
に
さ
さ

や
か
な
推
理
を
加
え

な
が
ら
道
を
歩
く
こ

と
に
す
る
。

遠
賀
か
ら
宗
像
へ

通
じ
る
通
の
一
つ
、

島
田
の
駅
か
ら
韓
日

て
い
る
。

－「－．’秘中
因
容
器
田
園

道
の
左
側
は
田
ん
ぼ

を
へ
だ
て
で
低
い
山
々

が
垣
根
の
よ
う
に
並

道
　
ひ
、
こ
の
あ
た
り
昔
、

の
諒
と
呼
ば
れ
た
と
の

こ
と
が
よ
く
わ
か
る
よ

葉
う
な
気
が
す
る
。
ま
た

花
の
咲
く
道
を
、
山
添
い
の
田
ん
ぼ
に
沿
っ

て
進
む
。
一
度
登
っ
た
道
が
山
の
中
腹
か
ら

下
り
に
な
り
、
そ
こ
が
湯
川
だ
っ
た
。

こ
の
近
く
に
黒
石
神
社
が
あ
り
、
昔
、
湯

川
山
の
牧
場
で
飼
育
さ
れ
た
名
馬
「
す
る
す

み
号
」
の
伝
説
な
ど
思
い
出
す
。
さ
ら
に
爪

先
上
り
の
道
春
の
は
る
と
、
西
国
八
十
八
箇

所
の
礼
場
の
あ
る
と
こ
ろ
に
出
る
。
こ
こ
か

ら
湯
川
山
の
美
し
い
姿
が
眺
め
ら
れ
、
通
は

さ
ら
に
山
腹
を
縫
う
よ
う
に
、
雑
木
の
下
を

く
ぐ
っ
て
、
延
々
と
遠
賀
と
宗
像
の
境
を
通

り
、
鐘
崎
、
上
八
（
こ
お
じ
ょ
う
）
さ
ら
に

注
目
へ
と
連
な
っ
て
い
く
。
時
々
、
海
の
展

け
る
山
道
を
、
権
や
団
栗
の
落
ち
実
を
踏
ん

で
歩
き
、
途
中
で
会
っ
た
老
人
の
話
「
こ

世
界
は
広
い
、
君
の
心
の
よ
う
に

福

岡

県

青

年

の

船

団

員

募

集

新
鮮
な
感
動
、
そ
し
て
振
り
返
っ
て
み
る

日
杢
今
ま
で
の
人
生
で
は
味
わ
え
な
か
っ

た
体
験
を
君
に
贈
る
。
乞
応
募
。

▽
実
施
時
娼
　
6
2
年
5
月
1
6
日
～
5
月
2
7
日

の
ュ
2
日
間

▽
訪
問
国
（
都
市
）
　
中
国
（
天
津
、
北

京
）
、
韓
国
（
仁
川
、
ソ
ウ

ル
、
水
原
）

▽
薬
人
員
面
貝
男
女
各
期
人

班
長
　
1
8
人

▽
年
齢
制
限
　
班
長
　
0
0
戴
～
3
5
戴

団
員
　
m
議
～
5
0
寂

▽
藁
締
切
　
1
月
親
日

▽
応
募
先
　
遠
賀
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育

課

▽
開
会
晃
福
岡
壁
甘
少
年
対
鐙
課
　
衝
0

9
2
（
6
4
1
）
4
1
4
0

ま
た
は
遠
賀
町
整
骨
委
員
会
社

会
教
課
　
舘
（
2
9
3
）
1
3

5
5
へ

∩
事
有
段
を
宮
詣
し
て
（
幽
（
塾

こ
の
松

方
原
は
江

戸
時
代

の
末
境

港
の
指

駅
に
。
小
鳥
掛
の
丘
の
上
の
通
は
、
東
に
島

津
、
北
に
大
域
、
南
に
粟
屋
、
西
に
横
塚
へ

と
通
じ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
を
中
心
に
前
回

は
西
に
搬
塚
へ
歩
い
た
の
で
今
回
は
南
に
粟

屋
の
方
へ
歩
く
。

松
原
が
え
ん
え
ん
と
岡
垣
方
面
に
続
い

て
、
道
は
集
落
を
す
ぎ
て
松
原
、
新
棟
原
と

広
が
っ
て
い
る
。
松
林
の
す
そ
に
は
一
面
に

敷
松
葉
で
美
し
い
セ
ピ
ア
色
の
じ
ゅ
う
た
ん

導
で
地
元
の
人
々
に
よ
っ
て

植
林
さ
れ
だ
と
聞
く
。
　
　
　
∵
読

松
原
の
中
を
走
る
一
九
九
　
　
三

青
線
に
出
て
し
ば
ら
く
ゆ
く

と
内
浦
で
、
通
は
垂
水
峠
へ

ま
っ
す
ぐ
登
っ
て
い
る
が
、

そ
ち
ら
は
後
日
に
し
て
今
は

波
津
に
入
り
、
人
家
の
並
ん
だ
あ
た
り
か
ら

山
手
に
の
ぼ
る
通
を
選
ぶ
。
美
し
く
石
蕗
の

こ
ぼ
殿
様
通
バ

イ
」
を
心
し
な

か
ら
、
青
菜
の

幻
想
に
浸
る
こ

と
が
で
き
る
。

ち
は
や
ぶ
る

金
の
み
埼
を

過
き
ぬ
と
も

わ
れ
は
忘
れ

じ
。
志
珂
の

議
“

白
先
生
き
・
5
手
ま
で

●
ヒ
ン
ト
・
左
右
同
形
は
中
央
に

回

出
題
　
本
因
坊
　
武
宮
　
正
樹
　
　
i
　
出
題
　
八
段
　
北
村
　
昌
男

3
分
で
2
綴
、
1
分
で
初
段
。
　
　
　
　
調
分
で
2
綴
、

5
分
で
初
段
。

持
駒
　
角

n
∴
六
　
七
　
八
　
九

●
ヒ
ン
ト
　
角
を
い
つ
捨
て
る
か
が

難
し
い
。

（
万
葉
集
巻
七
、
一
三
一
〇
）

（
片
山
　
花
御
史
）

○
ぢ
豆
で
竺
削
一
一
「
∵
ヤ

臓
止
ま
S
⊥
汀
を
幸

先
竜
写
生
∬
全
の
1
日

へ
櫨
蜜
雪
印
）
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少
年
武
道
大
会
一
叢
で
熱
戦

遠
賀
南
中
が
優
良
賞
に

1

－

リ

コ

ー

ダ

ー

コ

ン

テ

ス

ト

1

－

－

十
一
月
九
日
（
日
）
、
町
内
を
は
じ
め
串

間
、
岡
垣
、
芦
屋
、
水
巻
な
ど
近
隣
市
町
か

ら
約
六
百
人
が
参
加
し
て
、
少
年
武
道
大
会

が
柔
道
は
第
一
武
道
場
、
空
手
道
は
浅
木
小

義
体
育
館
、
剣
道
は
勃
発
者
体
育
セ
ン
タ

ー
の
会
場
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
冷
た
い
雨
が
降
り
、
北
風
も
吹
く

あ
い
に
く
の
天
気
で
し
た
が
、
会
甥
の
中
は

選
手
と
応
接
の
熱
気
で
あ
ふ
れ
、
日
頃
練
習

し
た
技
が
き
ま
る
た
び
に
、
大
き
な
声
援
が

あ
が
っ
て
い
ま
し
た
。

白
熱
し
た
対
戦
の
結
果
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
し
た
。

（
町
関
係
者
分
、
敬
称
略
）

柔
　
道

優
勝
　
　
　
　
　
遠
賀
A
チ
ー
ム

（
政
道
（
大
）
、
森
、
牧
迫
（
隆
）
、
前
田

中
本
、
高
崎
）

▽
個
人
戦
・

・
小
学
一
年
の
部
準
優
勝
梶
野
光
貰

一
二
　
位
村
上
秀
一
郎

。
小
学
二
年
の
部
　
三
　
位
松
井
孝
行

・
小
学
三
年
の
部
優
∴
勝
柴
田
　
徹

三
　
位
牧
追
随
太
郎

o
小
学
六
年
の
部
準
優
勝
南
山
新
一

剣
　
道

▽
個
人
戦

・
小
学
女
子
低
学
年
の
部優

勝
　
西
佐
知
子

・
小
学
女
子
高
学
年
の
都三

　
位
安
成
ゆ
き
よ

・
向
学
女
子
の
部
準
俊
勝
白
石
有
子

。
中
学
男
子
の
部
瑳
優
勝
鹿
賀
裕
紀

空
手
道

左
か
ら
守
川
さ
ん
、
佐
々
木
さ
ん
、

大
橋
さ
ん
　
　
　
や
っ
た
ね
〃

筑
蟹
地
区
と
申
闇
市
、
遠
賀
郡
内
か
ら
十

七
校
が
出
場
し
て
、
第
四
回
筑
璧
地
区
リ
コ

ー
ダ
ー
（
た
て
笛
）
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ

ス
ト
が
十
一
月
十
六
日
、
飯
塚
市
の
飯
塚
一

中
で
開
催
さ
れ
、
遠
賀
商
中
学
校
は
三
節
奏

の
部
で
守
川
賢
穂
さ
ん
（
2
年
、
東
和
苑
）

佐
々
木
愛
さ
ん
（
2
年
、
東
和
苑
）
、
大
橋

亜
紀
さ
ん
（
2
年
、
上
別
府
）
の
三
人
が
マ

ル
セ
リ
ー
ノ
の
歌
を
演
奏
、
優
良
賞
に
選
ば

れ
ま
し
た
。

指
導
の
内
田
先
生
も
、
「
練
習
以
上
の
音

が
出
せ
ま
し
た
。
本
番
に
強
い
よ
う
で
す

ね
。
」
と
二
三
コ
顔
で
し
た
。
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ヽ
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ヽ
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軟
式
テ
ニ
ス
競
技
の
結
果

－
　
第
四
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
－
－

▽
団
体
戦

・
小
学
生
男
子
の
部
　
準
優
勝

（
秦
、
南
、
士
愚
、
布
山
、
山
形
）

・
中
学
生
女
子
の
部
優
　
勝

（
畑
生
、
荒
木
、
白
石
）

・
中
学
生
男
子
の
部
　
三
　
位

（
浦
田
、
加
薬
、
大
石
、
石
松
、
藤
本
）

▽
型
の
蔀

。
小
学
一
年
⊥
二
年
の
部

白
帯
　
優
勝

。
小
学
四
年
～
六
年
の
部

費
帯
　
二
位

三
位

。
中
学
生
の
都
　
三
位

舛
添
　
寝
人

末
広
秀
樹

谷
口
　
美
紀

谷
中
佳
奈
子

七
月
の
予
定
が
爾
な
ど
で
延
び
延
び
に
な

っ
て
い
た
第
四
回
遠
賀
町
民
体
育
大
会
軟
式

テ
ニ
ス
競
技
大
会
が
、
第
八
回
軟
式
テ
ニ
ス

連
盟
杯
の
大
会
と
併
せ
て
こ
の
十
一
月
十
六

日
（
日
）
、
男
女
約
二
十
人
が
参
加
し
て
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

日
程
が
延
び
た
分
力
を
貯
え
た
選
手
た
ち

は
、
朝
十
時
か
ら
白
熱
し
た
試
合
を
展
開
し

ま
し
た
。

さ
わ
や
か
な
秋
の
風
が
見
つ
め
た
試
合
の

結
果
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し
た
。

（
優
勝
チ
ー
ム
の
み
、
敬
称
略
）

▽
一
般
男
子
の
都

小
川
　
和
明

▽
一
般
女
子
の
部

山
之
内
賞
美

▽
マ
マ
さ
ん
の
部

山
崎
　
和
美

▽
混
合
の
部

小
川
　
和
明
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騒堂 　班＼（－（只 野＼瑳遡、－1婆よなとしての 

）
…
野

8

…

（伽

問

莱
即
売
に
　
行
列

大
に
ぎ
わ
い
の
農
業
祭

ッ
と
安
い
せ
い
も
あ
り
、
補
給
が
追
い
つ
か

な
い
ほ
ど
の
売
れ
ゆ
き
で
し
た
。

子
と
も
た
ち
の
一
番
人
気
は
、
な
ん
と
い

っ
て
も
う
な
ぎ
と
コ
イ
の
つ
か
み
ど
り
で

す
。
腕
ま
く
り
を
し
た
子
と
も
た
ち
は
、
後

ろ
で
見
守
る
親
の
期
待
を
背
に
、
ス
タ
ー
ト

の
合
図
と
と
も
に
水
し
ぶ
き
を
あ
げ
て
獲
物

大
漁
に
わ
く
つ
か
み
ど
り
コ
ー
ナ
ー

漸
騰
な
野
菜
に
人
が
き

「
緑
の
ふ
る
さ
と
、
村
づ
く
り
、
守
ろ
う

健
撰
、
米
と
魚
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
、
第
二

十
一
回
遠
賀
郡
農
業
祭
が
、
十
一
月
十
六
日

昨
年
よ
り
一
万
人
多
い
四
万
人
を
集
め
て
、

芦
屋
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
甥
を
会
場
に
開
か
れ
ま

した。当
日
は
ち
ょ
っ
と
怒
っ
て
い
ま
し
た
が
、

芦
屋
基
地
の
開
庁
式
と
理
な
っ
た
た
め
、
上

空
を
曲
芸
飛
行
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
が
飛

び
か
う
な
と
、
地
上
で
も
上
空
で
も
に
ぎ
や

か
な
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

大
人
た
ち
の
一
番
人
気
は
、
な
ん
と
い
っ

て
も
白
菜
、
ダ
イ
コ
ン
、
ポ
ー
レ
ン
ソ
ウ
な

ど
の
遠
賀
産
前
鮮
野
菜
で
す
。
市
価
よ
り
グ

名
機
協
婦
人
部
員
が
威
勢
よ
く
売
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
バ
ザ
ー
（
収
益
金
は
郡
内
の
福
祉
施
設

へ
）
タ
イ
や
イ
カ
な
ど
の
水
琵
物
の
コ
ー
ナ

ー
に
は
人
だ
か
り
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

同
時
に
行
わ
れ
た
農
畜
産
物
の
共
進
会
で

は
、
郡
内
の
農
家
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
、
人
参
な

ど
の
野
菜
の
は
か
、
み
か
ん
、
か
き
な
ど
の

果
物
、
大
豆
、
小
豆
な
ど
の
穀
物
、
玉
子
な

ど
の
畜
産
物
や
花
類
が
多
数
出
品
さ
れ
、
厳

正
な
審
査
の
結
果
、
遠
賀
町
か
ら
は
次
の
方

が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
（
敬
称
略
）

▽
優
秀
賞
と
特
別
賞

は
ら
れ
ん
そ
う
　
鬼
津
　
乗
　
忠
瀞

▽
優
良
賞

ほ
う
れ
ん
そ
う
　
見
浦
　
井
口
保
男

ハ
ク
サ
イ
　
　
　
尾
崎
　
児
玉
久
漕

大
　
横
　
　
　
尾
崎
　
児
玉
久
清

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
　
老
良
　
宜
曙
一
弘

に
ぎ
わ
っ
た
今
年
の
撰
業
祭
も
、
午
後
三

時
す
ぎ
盛
会
の
う
ち
に
幕
を
と
じ
ま
し
た
。

亡
霊
の
隅
“
－
清
隆
士
－
日
高
r
i
　
二

を
つ
か
ま
え
て
い
ま
し
た
。
ど
う
し
て
も
つ

か
ま
え
ら
れ
な
か
っ
た
子
は
、
横
っ
ち
ょ
の

テ
ン
ト
の
中
で
金
魚
す
く
い
で
す
。

午
後
は
ヒ
ヨ
コ
二
百
羽
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
も

あ
り
、
こ
の
一
角
は
特
に
盛
り
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
米
を
見
直
す
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

「
母
と
子
の
お
に
ぎ
り
コ
ー
ナ
⊥
や
、
一

家
一
食
分
の
約
三
合
の
米
袋
を
釣
り
上
げ
る

「
米
釣
り
」
。
蛙
協
青
年
部
貝
が
つ
く
モ
チ

母
と
子
の
お
に
ぎ
り
コ
ー
ナ
ー
で
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入院（こ必要な品物

入院にIおおおよそ次のような物が

必要です。大きな病院にi鼻、たいてい

荒唐がありますので、そこで必要品を

買い足せるかどうか、あらかじめ圃べ

ておきましょう。

○洗面道具一式、くし、化粧品、ひげ

そり用具
○ねまき、肌着、ガウン（羽織）、ソ

ックス（足裁）タオル、バスタオル

○濃飲み、きゅうす、はし、スプーン

ナイフ、小錦、盆、ふきん

○ちり紙、スリッパ、ポリ袋、洗剤、

ハンガー、時計、ポット、ぞうきん

○保険柾、印鑑、筆記風見、小銭など

鰹
願
望
衛
唖
の
ペ
∴
＝
ジ

▽
内
容
新
生
児
の
扱
い
方
、
入
浴
指
導

母
子
手
帳
交
付

▽
料
　
金
　
無
料

農
e
i
面
の

爪
言
出
＠

▽
接
種
日
　
1
2
月
ュ
9
日
（
金
）

▽
時
間
受
付
　
輪
時
工
0
分
～
1
4
時

接
憩
　
工
3
時
0
0
分
～

▽
場
　
所
英
公
民
館

▽
対
象
者
　
2
4
カ
月
～
躯
カ
月
児

▽
持
参
晶
問
診
票
、
母
子
手
腹

囲
開
脚
闘
麟

▽
期
　
日
　
1
2
月
2
2
日
（
月
）

▽
時
　
間
　
1
3
時
2
0
分
～
1
5
時

▽
場
　
所
役
場
保
健
室

▽
対
象
者
　
妊
産
婦

▽
持
参
品
印
鑑
（
母
子
手
帳
受
領
者
）

◎
申
し
込
み

▽
場
所
役
場
保
健
聾
係
窓
口

▽
定
員
　
1
5
0
人

▽
申
し
込
み
手
続
役
場
保
健
緒
壁
係
窓
口

ま
た
は
亀
話
に
よ
る
申
し
込
み

載
（
2
9
3
）
1
2
3
4

▽
科
∴
金
　
五
百
円
（
検
査
当
日
徴
収
）

◎
検
　
診

▽
期
日
と
場
所

・
1
2
月
1
8
日
（
木
）
　
浅
水
公
民
館

▽
時
　
間
受
付
　
9
時
－
9
時
畑
分

検
査
　
ュ
0
時
～

「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
」
を
募
集
し
て
い
ま
す

希
望
者
は
、
ハ
ガ
手
に
住
所
、
父
母

の
氏
名
、
赤
ち
勺
ん
の
名
前
（
読
み
が

な
を
ふ
っ
て
く
だ
さ
い
）
と
生
年
月
日
、

続
柄
、
砥
話
番
号
を
記
入
の
上
、
遠
賀

町
役
場
「
元
気
な
赤
ち
ゃ
ん
係
」
ま
で

お
出
し
く
だ
さ
い
。

対
象
は
一
議
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
す
。

官
員
は
係
が
撮
影
に
伺
う
か
、
手
持

ち
の
お
す
ず
め
写
真
が
あ
れ
は
そ
れ
を

使
用
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
写
実
が

あ
る
場
合
は
ハ
ガ
手
に
そ
の
旨
記
入
し

て
く
だ
さ
い
。

入
院
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
大
切
な
こ
と

は
、
病
人
の
気
持
ち
を
落
ち
つ
か
せ
る
周
囲

の
心
配
り
で
す
。

病
人
の
嬉
雑
状
態
は
、
肉
体
的
な
苦
痛

人
を
見
守
っ
て
い
る
こ
と
を
納
得
さ
せ
る
よ

う
に
つ
と
め
ま
し
ょ
う
。

剛
携
帯
品
の
リ
ス
ト
を
つ
く
ろ
う
…

病
院
に
持
っ
て
い
く
品
は
、
必
要
最
少
隈

に
。
リ
ス
ト
を
作
っ
て
か
ら
そ
ろ
え
る
と
よ

い
で
し
ょ
う
。

幼
い
子
供
の
入
院
に
は
、
そ
の
手
が
愛
用

し
て
い
る
食
器
や
ぬ
い
ぐ
る
み
の
お
も
ち
ゃ

家
族
が
つ
か
む

入
院
生
活
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン

や
病
気
に
対
す
る

心
配
な
ど
で
、
た

だ
で
さ
え
不
安
定

に
な
っ
て
い
る
と

こ
ろ
へ
、
入
院
と

な
る
と
印
璽
卵
と

解
釈
し
て
、
不
安

感
を
助
長
し
が
ち

です。

圏
入
院
す
る
前
に
圏

不
安
な
気
持
ち
を

落

ち

つ

か

せ

る

家
族
は
、
で
き
る
だ
け
不
安
感
を
と
り
除

く
よ
う
に
入
院
の
理
由
を
説
明
し
、
皆
で
病

な
ど
も
携
帯
品
に
加
え
て
み
る
な
ど
、
患
者

に
合
わ
せ
て
持
っ
て
い
く
も
の
を
考
え
る
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。

病
室
が
決
ま
っ
た
ら
、
担
当
の
罷
婦
に

主
治
医
名
、
虫
覆
婦
名
を
聞
く
一
方
、
家
族

の
連
絡
先
を
知
ら
せ
て
お
き
ま
す
。
留
守
中

の
連
絡
方
法
を
付
け
加
え
る
こ
と
も
忘
れ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

病
人
の
入
院
生
活
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
を
家

族
が
し
っ
か
り
つ
か
ん
で
お
く
こ
と
も
大
切

です。例
え
は
、
ト
イ
レ
や
洗
面
所
の
鴇
所
、
ブ

ザ
ー
の
使
い
方
な
ど
を
確
認
し
た
り
、
面

会
、
食
苧
消
灯
な
ど
の
生
活
時
間
を
し
っ

か
り
守
っ
て
、
病
院
の
規
律
を
乱
さ
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
入
・
退
院
時
は
、
大
き
な
音
や
声

を
出
し
が
ち
で
す
が
、
周
り
の
人
に
迷
惑
が

か
か
ら
な
い
よ
う
に
十
分
注
意
し
た
い
も
の

です。
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昭和30年頃の遠賀村役場付近（現在の商工会付近）

か
ね
て
か
ら
編
纂
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
「
遠
賀
町
議
」
が
、
来
生
二
月
に
出
版
の

は
こ
び
と
な
り
、
遠
賀
町
馨
委
員
会
で
は

予
約
申
し

込
み
の
受

付
を
始
め

ま
し
た
。

あ
な
た

の
住
ん
で

い
る
と
こ

ろ
は
ど
ん

な
歴
史
を

秘
め
て
い

る
の
か
。

遠
賀
川
の

流
れ
と
と

も
に
生
き
て
き
た
遠
賀
町
の
姿
を
、
あ
ま
す

と
こ
ろ
な
く
収
録
し
た
こ
の
一
冊
。
ぜ
ひ
こ

購
読
を
。

申
し
込
み
方
法
な
ど
は
次
の
と
お
り
。

▽
体
　
裁
　
A
5
版
、
二
六
〇
貴

市
ク
ロ
ス
ケ
ー
ス
入

▽
頒
布
価
格
一
冊
五
千
円

▽
配
布
予
定
一
月
中
旬

▽
申
し
込
み
方
法

・
霞
に
　
印
鑑
を
持
参
く
だ
さ
い
。

。
地
酒
で
　
範
漣
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

▽
送
本
希
望
　
諦
代
と
郵
送
料
（
包
装
費
含

む
実
費
）
を
添
え
て
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
、
問
い
合
せ
先
　
遠
賀
町
教
育

委
員
会
　
逝
（
2
9
3
）
1
3
5
5

遠
賀
フ
ァ
ミ
リ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

馬
頭
岳
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
、
九
州
中
部
以
北
か
ら
中
国
地

方
を
対
象
に
し
て
、
ハ
イ
キ
ン
グ
や
キ
ャ
ン

プ
な
ど
を
通
じ
、
家
族
や
家
族
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
計
り
ま
す
。

費
用
は
で
き
る
だ
け
安
く
お
さ
え
、
子
と

も
た
ち
を
中
心
に
し
て
、
楽
し
く
気
軽
な
雰

囲
気
の
会
を
め
ざ
し
ま
す
。

▽
対
∴
象
　
家
族
単
位

▽
会
費
一
家
族
年
二
千
円

▽
問
い
合
せ
、
申
し
込
み
先

尾
崎
∴
∴
松
井
　
登

載
（
2
9
3
）
0
3
5
3

役
場
内
古
田
優
子

＄
（
2
9
3
）
1
2
3
4


